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1.は じ め に

本論文 の 目的は、杉浦(2008)が 提 唱 した自己モデルを改訂 して、新 しい自己のモデルで あ

る 「循環 によ って立 ち現 れる多面 的自己のプロセスモデル」 を提唱す ることで ある。

心理学 にはいわゆる 「自己心理学」 と呼 ばれ る、 自己とは何か を明 らか に しようとす る研究

領域 が ある。 そ こで はさま ざまな 自己モデルが提 唱 されてい る。 た とえば物語 自己(narra-

tive-self)も し くは自己物語(self-narrative)は 、 自己とは自分が他者や 自分 自身 に語 って聞

かせ る物語で あるというモデル と言 うことがで きる(た とえば、Anderson&Goolishan,1992;

浅 野,2001)。 ま た、 自己 スキーマ(self-schema:Markus,1977)と い う考 え もある。 これは

自己とは自分 に関す る知識体系で あるとい うモデル と言 うことがで きる。 これ らの 自己モデル

は、 自己とは何かを答え ることによって、 自己に関す るさまざまな現象の説明や 自己に関わ る

様 々な問題 に対す る対処の仕方、一般的な言葉で言えばセル フコン トロールのあ り方な どの ヒ

ン トを教えて くれ る。た とえば 自己 とは 自分が他者や 自分 自身に語 って聞かせ る物語 であ ると

考えた とした ら、 自己を変え るためにはその 自己物語 を変え ることで可能 になる と考 え る。 本

論文において 自己モデルを提唱 しよ うとするのは、 それによ って 自己に関するよ り洗練 された

新 しい現象説明を 目指 してい るか らであ り、 さ らにはその説 明に基づいたセルフ コン トロール

の方法を明 らかにす ることを視野 においているためである。

杉浦(2008)は 、 人生 の転機 に関 してのナラテ ィブ ・アプ ローチによる研究 および システム

論 的な観点か ら自己のあ り方 を探 り、新 しい 自己のモデル として 「自己の動 的循環 プロセスモ

デル」 を提 唱 している(図1)。

このモデルでは、 自己は外 界や他者 のや り取 り、 自身 の生理 的状態、 自己語 りの影響 を受 け
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てその輪郭が浮かび上がって認識されるものであると考える。

この自己モデルがユニークなのは、私たちの認識する自己が動的なものであり、外界や他者

とのや り取 りによって、また私たちが自己を認識する際の心理的 ・生理的状態によって変わり

続けていること、さらには、そうやって変わり続けているにもかかわらず、 自己が自己修正的

システムの性質を持つために同じ状態を保 っていることなどをうまく表 しているためである。

ただこのモデルには、いくつかの不備があると思われ、本論文で改訂を目指す理由となって

いる。理由のひとつめはこのモデルが自己の多面性を表現できていないことである。杉浦

(2008)の モデルでは、循環によって立ち現れる自己は他者や生理的状態、自己語 りに影響を

受けるとは考えていたが、 自己はあくまでそれ らが統合された単一のものと捉えていた(図1

において、循環の軌跡が重なり合う部分が認識される自己を表わ している)。それに対 して、本

論文で示そうとするモデル(図2)で は、自己は他者との関係によって多面的に立ち現れると

考えている。

理由のふたつめは、杉浦(2008)の モデルでは循環の表現するものが不明確であったという

ことである。杉浦(2008)の モデルは単なる外界 ・他者とのや り取 りと考えられたが、改訂モ

デルでは、循環は外界 ・他者との働きかけとそれに対する反応の記憶であり、自己とはその記

憶痕跡が想起され、認識されたものと考えている。

本論文では、これらの改訂部分について特に焦点を当てながら、新たな自己モデル 「循環に

よって立ち現れる多面的自己のプロセスモデル」を明らかにし、 自己に関するさまざまな現象

について、新たな視点からの説明を試みたい。
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2.循 環 によって立 ち現れ る多面的 自己のプ ロセスモデル

(1)新 しい自己モデルの概念図

まず本論文の結論 ともなる自己モデル、「循環によって立ち現れる多面的自己のプロセスモ

デル」を示そう(図2-1,2)。 注目してほしいポイントは3つ である。

ひとつめは、このモデルで自己として認識 される複数の循環の輪郭は、何回も循環が軌跡を

重ねることによって次第に明確になっていっているということである(図2-1)。 ここでの循

環 とは、 自分が外界や他者 と行 ってきた(そ して今 も行 っている)相 互作用の記憶を想起する

図2-2循 環によって立ち現れる多面的自己の自己言及的特徴
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ことであり、自己には明確に区切られた輪郭はないのだが、プレがありながらも循環を重ねる

ことで、自己の輪郭が浮かび上がって認識されるようになると考えているということである。

このことは自己の、あるときは安定かつ固定的で、またあるときには不安定さを内包する、矛

盾 したあり方について説明することを可能にする。 これについては杉浦(2008)と も一致する

考え方である。 また、このような自己認識の重なりはそのまま自分が自分を見る視点(メ ガネ)

ともなって自己のあり方を自己言及的に規定していく(図2-2)。

二つめは、このモデルでは循環の重なりによって輪郭の浮かび上がった自己を複数認識でき

るということである(図2-1)。 つまりこのモデルでは 「自己」を単一なものではなく、多面

的なものだと考えているのだ。 これは杉浦(2008)か ら大きく改訂 された点である。

三つめは、 このモデルにおいて自己として認識 される循環の軌跡が基本的には外(環 境、状

況、社会、他者)に 開かれており、それらの影響を受けて変わ り続けているということである。

その意味で、 自己は他者や外界 との明確な境界や輪郭を持たない関係性や間主観性の存在であ

り、変わり続けているプロセス的存在であると言える。なお、「基本的に」 というのは、後に

示すように本来なら外に開いているはずの循環を自分で閉 じてしまうこともありうると考えて

いるためである。

この自己モデルは、 自己理解のたあのメタファーである。つま り 「関係性」や 「間主観性」

といった言葉で表されていた自己の特質をよりわか りやすい形でたとえた ものなのだ。自己は

他者 との関係性によって形成されるというだけでは、 もうひとつわか りにくい ものだ。それが

本論文の自己モデルでは自己が関係性によってどのように形成されるのか、そのプロセスも明

示的に表現することができているのではないかと思われる。これはちょうど、重力や力の働き

をより理解 しやすいようにベク トルで表現するような ものと言っていいだろう。

ではこの3つ の観点か ら本論文の自己モデルを詳 しく説明 していこう。

3.循 環が意味す るもの

(1)行 動とその結果のフィー ドバックの記憶としての循環

まず本論文の自己モデルでの一番重要なキーワー ドとなっている 「循環」 ということについ

てより詳 しく説明 していこう。この自己モデルでは、自己がその重なりによって立ち現れるこ

とになる循環の軌跡を、行動主体が行う行動 とその結果のフィー ドバックの記憶痕跡 と考えて

いる。
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た とえば スポーツを一生 懸命や っている学生 を考えて みよ う。彼 は 日々の練習 に取 り組み、

また試合 に参加す るだろ う。納得 できるよい結果が 出ること もあれ ば、体調不良 などで今一つ

の結果 に終 わること もあるか もしれない。 それ らの行動 とその結果 のフィー ドバ ックが積み重

な って、ス ポーツ選手 と しての 自分 の輪郭、 た とえば レギ ュラー として いつ もチ ームを引 っ

張 っている自分 や、 なか なか思 うような結果を 出せず にスラ ンプに陥 って いる自分な どが認識

され るようになる。 当然、すべて の行動 とその結果の フィー ドバ ックが同列なので はな く、そ

の意味づ けによって記憶への影響 は異な って くるだ ろう。た とえば重要な試合での結果や、重

大な 出来事、大 きな けがや レギ ュラーを奪われ るな どは濃 い循環の軌跡を残す ことにな るだ ろ

う し、逆 に日常のルーテ ィンの行動 は記憶の軌跡を残す に して も、個 々の出来事は ほとん ど認

識で きな いような もの とな るだ ろう。ただ し、いつ もの 自分の行動 とい うものは、何回 も何 日

も何年 も繰 り返す ことによって、軌跡 を重ね、自己の姿 を浮 かび上 が らせ るだろう。 たとえば、

練習を どんな にや って も結果が出ず、無気力に陥 って しま ってい る場合、練習 とい う行動 と練

習 して も伸びない とい う結果の フィー ドバ ックを何回 も繰 り返 す ことで、それ らの記憶 の重な

りか らスランプに陥 って しま ってい る自分が浮かび上 が って くるとい うことだ。

この循環 を形作 る行 動の記憶 に は、他者 との コ ミュニケ ー シ ョンの記憶 も もちろん含 まれ

る。 外界に働きかければ、 その行動 に対 して結 果の フィー ドバ ックが返 って くる。他者 に働 き

かければ、 すなわち会話を した り行動 を示 した りな ど相手 とコ ミュニケー ションをす れば、 そ

の コ ミュニケー ションに対 して他者 か らのフ ィー ドバ ックが返 って くる。外 界へ の働 きかけ も

他者 への コ ミュニケー ションも基本 的には同 じ 「行動」 なのである。

このよ うな 自己を行動 とその結果 のフ ィー ドバ ックの記憶 の重 な りが認識 された ものと捉 え

る考 え方 は、 山田(2005)の 研 究 が ヒン トになっている。 山田は自己を、 自分 自身 を参照す る

ことで自分 自身 を産 出す るオー トポイエーシス ・システム(自 己産 出システ ム)と して捉 えた。

そ して、能動 的な行為(ア ク ション)と その結果 のフ ィー ドバ ック(リ アクシ ョン)が 連鎖的

に行 われ、それ らが 自分 との関係で意味づ けられ ることによって、自己が システム として維持、

生成 される(時 には新 たな自己が創発 され る=自 己形成)と 仮定 して いる。

良 く知 られているように、 自分 自身 につ いての記憶、す なわ ち自伝的記憶 は主観的な フィル

ターを通 して記銘 され、 また想起 され る(ナ ラティブ ・セラ ピーはその ような私た ちの記憶の

特徴 を利用 して、 うま くいかな くな ってい る人生 の筋書 きを変え よ うと試 みる心 理療法 であ

る)。 本論 文の 自己モデルで示 され る循環 の軌跡 も、主観的 なフ ィルターを通 して記銘 された
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自分自身の行動 とその結果についての記憶 ということになる。その際、主観的なフィルター

は、基本的にこれまでの循環を繰 り返すようなバイアスを受けて記銘 され、想起 されると考え

られる。たとえば、スランプに陥っている選手 としての自分 という循環の重なりの軌跡が認識

されている場合には、たまにいいプレイやいい練習ができたとしても、あまり印象に残 らず薄

い軌跡 しか残さないのに対 して、 うま くできなかったことの方がそれまでの循環 と重なって

(それまでの記憶と相まって)強 く認識 されるということである。 もちろん、日によっての気分

変動で、記憶のバイアスの方向性が変わり、時には楽観的に、時には悲観的になることもある

のだろうが、それは循環のプレとして表され、おおよそとしては一定の自己の姿が立ち現れる

と考え られる。

山田が自己をオー トポイエーシス ・システムとして捉えたのは、上記の例のような、これま

での自分自身を参照 しなが らそれとの関係で行為とその結果のフィー ドバ ックに対する意味づ

ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

けを行い、自己生成を し続けていく私たちの自己のあ り方を記述 しようとしたためだと思われ

る。そ して、行為とその結果のフィー ドバ ックに対する意味づけがこれまでの自己で説明 しき

れな くなったとき、たとえば今まで人前で自分の意見を全 く伝えられなかった人(そ して自分

はそのような人なのだと考えていた人)が 、は じめて大勢の人の前で自分の意見を述べ、それ

が多 くの人に認められた経験を したとき、新たな自分の発見としての自己形成が開始されるの

だろう。本論文の自己モデルで言えば、 これまでの循環の軌跡の重なりとは大きくぶれた循環

によって新たな循環の輪郭が浮かび上がるようなイメージである。そしてその後に自信をつけ

た自分が意見を述べることのできた経験を繰 り返 し重ねて、新 しい循環 としての自己が形成さ

れることになるのだろう。それが後に自分の転機 として語 られることになるのだろうと思われ

る。(杉 浦、2005)

(2)循 環によって立ち現れる自己は記憶の基盤を持っ

この自己モデルでは、自己を浮かび上が らせる循環の軌跡 に記憶の基盤があると考えてい

る。循環は実際の行動だけではなく、自分のかつて行った行動の記憶、つまりは自伝的記憶を

繰 り返 し想起することによって もその軌跡を重ねていくと考えるのである。自伝的記憶の想起

はいわば行動の再体験であり、繰 り返 し自伝的記憶が想起されることで、その行動の記憶がよ

り想起されやす く、また認識されやすいものとな り、それが循環の軌跡の重なりを形作って自

己として立ち現れると考えるのである。
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記憶の神経科学的研究においては、シナプス可塑性 という考え方がある。 シナプス可塑性 と

は、学習や記憶に関わる脳内神経細胞の変化であり、 シナプス、すなわち神経細胞間の接合部

位の伝達効率が向上 したり、逆に減少したりする現象である。 シナプス可塑性は複数の経路の

現象であり、その詳 しいメカニズムについては筆者の知識外および本論文の範囲外なのだが、

そのメカニズムを全体としてたとえるなら、電気抵抗が少なくなって電気が通 りやすくなるよ

うに、スムーズに情報が伝達 されるようになり、 シナプス間の結びつきが強 くなって学習や記

憶が成立するという現象である(た とえば、池谷,2001)。

本論文の自己モデルにおける循環の軌跡の重なりは、 このシナプス可塑性をメタファーとし

て考えるとわか りやすいだろうと思われ る。つまり、よく思 い出される行動 とその結果の

フィー ドバックの記憶はよりシナプス可塑性による神経伝達効率が良 くなって循環の軌跡を重

ねやすくなり(ケ モノ道のようにそこに溝ができるイメージである)、自己の記憶の想起 として

の循環の軌跡がより重なるようになり、認識された自己が保たれるということである。

自分の経験 した行動はたとえ1回 きりでも、その行動の記憶の想起は何回もおこなわれると

いうこともありうる。たとえば人生の転機の記憶は、それがたとえ1回 限りの出来事だったと

しても、何回も想起され、何回も語 られることだろう。そしてそのような転機を経験 したとい

う記憶が循環の軌跡の重なりとなって、自己として(こ こでは転機の自己物語として、と言 っ

てもいいだろう)認 識されるのである。

この想起は、 ピルマー(Pi11mer,1998)や 佐藤(2008)が 問題 にする 「自伝的記憶の機能」

も果たすことになるだろう。「自伝的記憶の機能」とは、私たちが生きていくために、思い出

を想起することが何 らかの役割を果たしているということである。たとえばピルマーは自分の

信念に影響を与えている出来事を 「アンカーとなる出来事」と名づけ、その出来事を思い出す

ことがどんな役割を持っているのかを示 している。 ピルマーは、「アンカーとなる出来事は、そ

の人の持つ信念を確認するものとして役立っている。人はその出来事の思い出によって、現在

の信念や感情を確認することや、悩みや困難に直面 した時、それを乗 り越える自信を得ること、

その思い出に込められた教訓にしたがって思考や行動の方向性を定めることが可能になるので

ある(p.73-74)」 と述べている。

自伝的記憶の機能が示すように、循環によって立ち現れた自己 も、私たちの思考や行動の方

向性を決めている。本論文の自己モデルにおいて 「自分を知る」ということは、自分がどのよ

うな循環の軌跡を重ねているのか、どんなことを繰 り返 し思考 しているのか、どんなふうに自
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分の行動とその結果を捉える特徴があるのかなどを知ることである。筆者はもともとやる気の

コン トロールに興味を持ち、動機づけの研究を進め、さらにそれを一般化してやる気のみなら

ずいろいろな側面でのセルフコン トロールに関心を持っているが、上記のような本モデルに基

づいた自己理解は、私たちが自分の思考や行動をコン トロールするにあたって重要な情報 とな

ると思われる。

(3)循 環によって立ち現れる自己は物語自己である

循環の軌跡は、何らかの行動とその結果何らかのフィー ドバックを受け取 ったという経験の

記憶を表している。その経験の記憶は、物語の特徴である時間軸 と因果関係の要素を持 ったも

のとして想起され、認識され、語 られる(山 田,2000)。 たとえば、一生懸命練習をやった結果、

試合でよい成績を上げることができたといった場合、そこには行 った練習から試合のよい結果

という時間の流れと、練習のおかげでよい成績を上げられたという因果関係がエピソー ド記憶

として記憶 され、語 られるということだ。つまり、循環の軌跡の重なりを認識することで立ち

現れる自己は、たとえそれが他者に語 ったわけではなかったとしても物語 自己なのである。

語 りは、サー ビン(Sarbin,1986)が 「語 りは(私 たちが物事を認識するときの)根 源的メ

タファーである」 と述べたように、私たちが世界を認識する時のひとつの様式である。 と同時

に、語 りは本論文の自己モデルにおいては、 自己を立ち現すことになる、循環の軌跡 としての

ひとつの行動でもある。つまり、他者に語るにせよ、 自己語 りにせよ、 自己を語るという行動

によって循環の軌跡が増えるのである。本モデルでは、 自己を認識することも、他者に自己を

語ることも、 自伝的記憶を想起することも、すべて今の自己のあり方をより濃 く立ち現させる

循環の軌跡 としての行動 と考えているのである。極端なことを言えば、 うそや間違 った記憶を

語 り続けることによって、それが自己として認識 される循環になることがあるか もしれない。

虚言癖の人だけではなく、勘違いの記憶が自己の基盤になることは十分ありうることである。

このことは本論文の自己モデルも含めて自己をシステムとして捉える理論が多 くあることの

説明にもなると思われる。 システムというものは、その特徴 として自己保存を志向する。自己

がシステムとしてとらえられやすいのは、私たちが自己を認識 したり、語 ったり、自伝的記憶

を想起 したりすることが、基本的にはすべて今の自己のあり方を維持するように働 くからだと

考えられる。

このような自己の自己保存的特徴は、ナラティブ ・セラピーにおける、縛 られた固定的な自
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己物語 としての ドミナ ン ト・ス トー リーを形作 る もの ともなるだろ う。 ナラテ ィブ ・セラ ピー

とは、 自己を他者 とともに作 り上 げた物語(ナ ラテ ィブ もしくはス トー リー)と して捉え、問

題 を抱 えた 自己物語 をセラ ピーによ って書 き換 えることによ って問題 を解決 しよ うとす る心理

療法 である。

ナラテ ィブ ・セラ ピーにおいて は 「人 は他者 とと もに作 り上 げた物語的な現実 によって 自 ら

の経験 に意味 とまとま りを与え、 そう して構成 された現実を通 して 自 らの人生を理解 し、生 き

る」 と考 え られて い る(Anderson&Goolishan,1992)。 ま た ドミナ ン ト・ス トー リー とは、

ナラテ ィブ ・セ ラ ピー にお いて、その人の 自己物語 と して優勢 に(ド ミナ ン トに)定 まって し

まってい る語 りであ る(White&Epston,1990)。 ク ライエ ン トは、 ドミナ ン ト・ス トー リーが

自分 にと って 「役 に立 たず、不満足 で、袋 小路 にな ってい る」 ことに気づ いて も、 「その上 演

に参加」せ ざるを得ず、別のス トー リー として 自分の人生を見 ることができない。 それはすで

に優勢にな ってい る自己のス トー リーに記憶 のバイアスが収束 して しま うか らである。実 際に

は、 ドミナ ン ト・ス トー リーには無視 できないよ うな出来事 もき っと存在 するはずなのに、 そ

れがス トー リーの筋か ら外 れるがために取 り入 れ られないのだ。 た とえば、 自分 は妹 に比 べて

母親 か ら可愛 が られなか った と思 い込 んでいる人 は、 そのス トー リーに合 わない、誕生 日に母

親 か らもらったプ レゼ ン トの ことは しば しば忘 れて しま っているのである。

ナラテ ィブ ・セラ ピーはそのよ うなプ レをユニ ークな結果 と してクローズア ップさせ て、別

の循環 の軌跡 であるオルタナテ ィヴ ・ス トー リーをクライエ ン トとと もに新 たに語 りなおそう

とす る。 それ はいわば今 までの循環 をず らしなが ら、新 たな循環 の軌跡 を作 り出そうとす るか

のようだ。

心理療法 を受 けるほど深刻で な くて も、私た ちは しば しばかつて失敗 した経験な どを忘れ ら

れず、お っち ょこち ょいな 自分や大事な ところで うま くいかな い自分な どとい った、その経験

が根拠 とな った否定的な 自己像を認識す るものであ る。 もちろんその逆 にア ンカー とな る記憶

の ように、今で も自分を誇 ら しく感 じることので きる経験、た とえば甲子園に出場 した経験 や

希望校 に合格 した経験が根拠 とな った 自己像 も認識 す ることだ ろ う。本論文 の 自己モデル は、

その ようなア クセ スしやすい記憶 が何度 も想起 され ることで 自己が浮かび上 が って認識 され る

と考 えてい るのであ る。
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(4)循 環によって立ち現れる自己は感情や生理神経学的影響を受ける

本論文の自己モデルにおいて、循環によって立ち現れる自己は認識された自己である。循環

の軌跡の重な りを自己として認識する際には、感情や生理学的、神経学的な影響がフィルター

として働 くと思われる。たとえば、私たちは落ち込んだ気分のときには、どうしても出来事を

ネガティブに受け取ってしまうように、そんな気分のときには認識 される自己もやはりネガテ

ィブに捉えられる傾向があるということだ。また後に示すように自己として認識 される循環の

軌跡は複数考えることができるから、その時の感情のフィルターによって異なる自己が認識 さ

れると考えられる。

循環の軌跡の重な りが自己として感情などの フィルターを通 して認識されるといっても、

フィルターを除去す ることによって循環の軌跡の重なりの本体 もしくは実体を認識するという

ことはできない。なぜなら認識主体 としての自分は必ず何 らかのフィルターを通 して自己を認

識するか らだ。それは抑うつ気分のフィルターか もしれないし、ポジティブ幻想(Taylor&

Brown,1994)の フィルターか もしれない。 自伝的記憶には客観的な出来事(た とえば、受験

失敗など)が 存在することはあるものの、その記憶は必ずその出来事を解釈する認知のフィル

ターを通 して想起されたり、語 られた りするものだ。山田(2005)が 自己の構成素として思考

による意味づけを設定 したのはこのためだろう。

なおポジテ ィブ幻想とは、私たちが物事を認識する際に、客観的かつ正確に物事をとらえる

のではなく、むしろ自分にとって都合のいいようにポジティブに歪めて認識する性質である。

私たちは抑うつの症状などがないデフォル トの精神状態のときには物事をポジティブに歪んで

認識する傾向があ り、抑うつ傾向などネガティブな精神状態の場合にはむ しろ結果的に物事を

正 しく捉えることになると考えられている。

認識する主体のフィルターは認識された自己そのものの影響 も受けている。認識主体として

の自己(1)と 認識客体としての自己(me)は 自己言及的関係にあるのである(図2-2)。 た

とえば、失恋して落ち込んでいるときには、失恋 したという循環の軌跡の重なりがネガティブ

な自己像 として捉えられて、そのように捉えた主体 としての 自己が失恋 という出来事のネガ

ティブなフィルターを通すことによって、 自己をさらにネガティブに認識 して しまうのであ

る。失恋 して自分はダメな男だと思 っている男が自分を振 り返 ったときには、自分はよりダメ

な男に見えるのだ。 これは後に示す抑 うつの相互増強 システムにつながるメカニズムだと思わ

れる。
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抑うつのフィルターが生理学的、神経学的原因に起因 している場合、たとえば脳内物質セロ

トニンの機能低下などの神経学的な原因がある場合、そのフィルターを考え方の転換のみで変

えることは非常に困難であると考えられる。抗うつ剤の薬物治療が効果を持つのはこういうと

きだろう。神経学的な影響を受けて大きく歪んだフィルターをまずはある程度正常化 しない

と、どんなに考え方やものの見方を変えようとしても難 しいだろう。

またそれと同時に抑うつ治療にあたっては薬物治療のみでも不十分だと思われる。薬物治療

によってフィルターがある程度正常化 したとしても、すでに抑 うつのフィルターによってネガ

ティブな循環の軌跡が重なっているときには、カウンセリングやセラピーなど、新たな正常化

したものの見方での循環の軌跡を重ねるような働きかけが必要 となるだろう。抑 うつの治療な

どでは薬物治療 と精神療法の併用が効果的である(た とえば大野,工990)と 言われているが、

このあたりの仕組みは本論文の自己モデルでの説明が可能だろう。

4。 自己の多面性

(D多 面的な自己を使い分ける

本論文の自己モデルでは、自己として認識される循環の軌跡は複数ある、つまり自己の多面

性 ・複数性を仮定 している。

もともと筆者は自身のやる気の問題か らやる気の研究をはじめ、やる気が変わるときという

ことで転機に注目し、人が転機においてなぜ、そしてどのように心理的に成長することができ

るのかに関心を持つようになった。そしてその関心に基づいて 『転機の心理学(杉 浦,2005)』

という本を書き、人が心理的に成長 していくプロセスを示 してきた。

その本において、人が心理的に成長 していくプロセスを説明するにあたって大きな役割を果

た していたのが、物語自己の概念であった。物語自己とは、その人が自らについて語った物語

が自己その ものであるという考え方である。この考えに基づ くと、転機 とは自分が大きく変

わった経験のプロセスを語ることによって形づ くられることになる。

『転機の心理学」では、この物語 自己の考えを採用することで、人が成長 していくプロセス

をかな りうまく示すことができた。つまり人が成長 してい くのは、人が転機を基点として成長

のプロセスを語ることができるからであり、 自分が成長 したと語 ることそれ自体が成長を形作

ることになるという現象を示すことができたのである。

しかしながらその一方で、い くつか説明しきれない問題 も残 された。そのもっとも大きなこ
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とが自己の複数性 ・多面性の問題であった。どういうことかというと、その人が自らについて

語った物語が自己そのものであるという物語自己の考え方では、首尾一貫 した物語のかたちで

自己について語った場合、自己は単一のものとしてしか表現できなくなってしまうのである。

首尾一貫 した物語のかたちで自己について語れるということ自体は、それによって自己をまと

まりとして認識でき、アイデンティティーを感 じられるという点で悪いことではないのだが、

自己を単一な ものとして表現せざるをえない物語自己のあり方は、筆者からすると自己のあり

方を適確に示 しているとは思えなかったのである。

筆者はスポーツ選手の転機をインタビューによって調べ、物語自己の考え方に基づいて分析

をおこなったことがある(杉 浦,2004)。 その調査において、スポーツ選手たちは競技を続 け

る過程で経験 した転機によって自らが成長したことを見事なストー リー仕立てで語 った。それ

は物語自己の考え方からすれば、彼らのスポーツ選手としての自己(む しろこの場合は自分ら

しさという意味でスポーツ選手としてのアイデンティティーと言ってもいいだろう)が その語

りによって表されたと言える。 しか しながら、彼らが持っているのは、 スポーツ選手 としての

自己だけではないだろう。たとえば彼らがスポーツとは別に恋愛関係や家族関係に悩んでいた

としたら、きっとそれらの観点からの語 りが可能だろう。筆者 とは別に恋愛関係に興味のある

研究者が彼らにインタビューを したら、きっと彼らは恋愛遍歴をストー リーにした物語 自己を

語るはずである。実際にはスポーツ選手の転機として恋愛関係の話題が出ることはなかった。

可能性としては、たとえば妻や恋人の後押 しでスポーツ選手として成長 したという転機が語 ら

れることはあるかもしれないけれど、ほとんどの場合、 スポーツ選手 としての語 りを求められ

たときに、恋する男 ・恋する女としての自己は出てこないだろう。それらはいわば別々の物語

自己なのである。

また筆者 自身、スポーツを長 く続けてきたので、スポーツ選手 としての転機 も語 ることがで

きるが、それとは別に研究者 としての転機を語 ることもできる。 自己とは物語であるという物

語自己の考え方からすれば、いろいろな物語 自己を語 ることができるということは、複数の自

己がありうるということを意味するのだが、1回 のインタビューや、スポーツといったある一

面からのインタビューを基にした研究であった 『転機の心理学』では、そのような自己の複数

性 ・多面性を説明し、表現することができなかったのである。

それでは自己が多面的に認識されるとしたら、それら自己間の関係はどのようなものなのだ

ろうか。それぞれが並列して並ぶようなものなのだろうか。社会学で言われてきたように提示
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する相手によってカメレオンのように使い分けられるものなのだろうか(Goffman,1959)。 そ

れともばらばらの多重人格的なものなのだろうか。それともそれら複数の自己を束ねるさらに

大きな自己、いわゆる包括的自己概念(Shavelson,Hubner,&Stanton,1976)の ような自己

がありうるのだろうか。

この自己の多面性の特徴 については、本論文の自己モデルが記憶のメカニズムの基盤を持

ち、循環の軌跡の重なりとしての自己を認識 して、思考 した り、行動 した り、自己呈示 した り

すると考えると、うまく表現することができる。

たとえば自分にとって重要な転機になった出来事などは、ちょうどピルマーが 「自伝的記憶

の機能」を主張するときのように機会あるごとに想起され、その出来事から得られた信念や教

訓を使って問題を乗 り越えた り、落ち込みから立 ち直ったりする働きを持つだろう。その出来

事は何回も想起され語られることで、よりアクセスしやすい、より認識 されやすい自己となる

だろう。循環の軌跡が重なることによって、より濃 く輪郭が浮かび上がりやすい自己になると

いってもいいかもしれない。ブルーナー(Bruner,1985)は 、さまざまな人々が自発的に書い

た自伝を比較検討 し、そこに必ず人生の転機が描かれていることを指摘 した。人生の転機 とな

る出来事は、 自己物語を語 る上でももっとも濃い循環の軌跡を作 り出すような出来事なのだろ

う。

逆にこれまである人たちと交流 してきて作 られてきた自己が、それらの人たちと疎遠になる

ことで輪郭が薄れることもありうるだろう。たとえば私は大学時代クラブで陸上競技をおこ

なってきたが、離れ離れになりクラブの仲間とも頻繁に会わなくなったときには、彼 らとや り

取 りをすることで呈示 し、作 り上げてきた循環の軌跡の重なりによる輪郭 も、常に意識される

ような自己ではなくなっている。 しか しなが ら、同期会などで昔の仲間に出会った りすると、

かつて彼 らとや り取 りをすることで作 り上げてきた自己の輪郭がにわかに表に出てきたりす

る。

似たようなことを森岡(1995)も 次のように述べている。

「たとえば同窓会などで実に久 しぶ りに昔の友人に出会 うとします。あれはどこかてれ

くさいなが らも本当に愉快なひとときです。なんであんなにおもしろいんで しょうか。 こ

の図式にあてはめていえば、「あなた」 とともに小学生の 「わたし」になってしまう。小

学生の 「わた し」が何十年かぶ りに甦って くるからです。(P.59)」
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筆者の妻は、母親から電話がかかって くると、それまで話 してきた言葉 とはまった く別の、

ふるさとの方言とイン トネーションで母親とやり取りを行っている。またそのやり取りはそれ

まで彼女が母親と取 り結んできただろう関係を推測させるものになっている。それはほとんど

彼女の中で無意識に自己(呈 示)を 使いわけているようである。

社会学者のゴッフマン(Goffman,1959)は 、「われわれの自己とは、パフォーマンスにおい

て呈示される効果である」 と述べている。 しかし、そこで提示される 「自己」は何の背景 も根

拠もないものではなく、そのような社会的に呈示 される自己の背景には、それまでその人が取

り結んできた他者 との関係の循環があると思われる。かつて深 く刻まれた関係の循環の軌跡

は、 しばらくアクセスされていなくても、すなわちしばらく想起されていなくても、上記のよ

うなきっかけさえあれば再び認識される自己となるのであろう。

小此木(1981)は 、明確な自己定義をなさず、モラ トリアムのままで他者に合わせて自己を

変幻自在に変えるようなアイデンティティーのあり方を、ギリシャ神話に出て くる他の者に変

身する能力を持った海神プロテウスに模 してプロテウス的人間と呼んだ。そ して、「プロテウ

ス的人間としての資質がなければ、とてもこの変動社会を生き抜いてゆくことはできない。一

人の人間の人生周期一つをとりあげても、高年齢社会に生きる人々は、同一人物がいくつかの

時代を人生の各年代で次々に経験 し、そのたびに古い自分を棄て、新 しい自分の生き方、価値

観、社会的役割を身につけ、自己を変身させねばならない(P.60)」 と述べている。

本論文の自己モデルから考えると、小此木のプロテウス的人間という考え方は、私たちの多

面的自己のあ り方をうまく説明 していると思われる。私たちは他者 との関係の中で様々な自己

を使い分けて提示 しているのである。

ただし、そのような変幻自在のように見える自己のあり方であっても、それぞれの自己に全

く根拠がないわけではないと思われる。他者に提示される自己は、筆者の妻の電話のように、

それまでの他者 との関係の歴史(も しくは記憶)と しての循環の軌跡を基盤 として現れてくる

ものなのだろう。ついでに言えば、小此木の言 う 「古い自分」は棄てられるのではなく、当面

意識 に上 らなくなるだけだろう。すでに述べたように、「小学生の時の自分」や 「子どもとし

ての自分」はその時に関係 した人(た とえば当時の同級生や故郷の父親 ・母親など)と 接する

ことで表に出てくることがあるからである。この考えは次に出てくる作動自己によって説明が

可能である。
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(2)作 動自己としての多面的自己

本論文の自己モデルでは、時と場合、相手によって、認識される自己は異なると考えている。

その意味で認識される自己は、マーカス&ク ンダ(Markus&Kunda,1986)ら の言 う 「作動

自己」である。

作動自己とは、私たちは複数の自己概念一可能自己や理想 自己なども含めた自己概念一を

持 っており、それら複数の自己概念のうちどれかが起 こった出来事やそのときの状況に刺激 さ

れて作動記憶(WorkingMemory)で 活性化 されて意識 されるという考え方である。

この考え方では、ちょうど複数ある自己のひとつにスポットライ トが当たるように意識され

る。 さらにその自己が他者に語 られる際には、相手に合わせてアレンジされ、 自己呈示が行わ

れたり、逆に自己呈示を控えたりすることになる。

遠藤(2008)は 、 自己概念の研究において、「現実の出来事が意味的関連性に基づいて、脳

内に記憶表象として記録され、それに基づいて自己理解がなされる」と考える 「記憶表象説」

と 「自己はその時々の感情や身体状態などの主観的要因や社会的状況要因の影響を受け、構成

されるものである」 と考える 「構成説」という、大きく考えの異なる説があることを指摘 して

いる。この2つ の説は本論文の自己モデルによって統合 した説明が可能である。

私たちの中には、比較的アクセスしやすい記憶表象があるはずだ。たとえばスポーツを一生

懸命がんばっている人にとっては、自分をスポーツに関連させて語ることが比較的多いことだ

ろう。でもその人と恋愛談義をして、恋愛経験を語 り合 ったなら、きっとその自伝的記憶はス

ポーツに関連 した自伝的記憶とは異なるだろう。

確かにその人の中で濃い軌跡を持ち、よりアクセスされやす く、思い出されやすい自伝的記

憶 もあるのだろうが(記 憶表象説)、現在の状況、語る対象、現在の動機によって、また別の

表象がアクセスされて表象 されうるのである(構 成説)。 たとえば高校時代の友人 とひさしぶ

りに出会ったとき、そのときに表出される自己は高校時代、友人と共有 した思い出の中にいる

自己である。それはかつてその友人に働きかけ、何 らかのフィー ドバ ックを受けた循環の軌跡

の重な りが久 しぶ りに、またにわかに認識されたものだ。それは記憶表象があるとも言えるだ

ろうし、同時にそのような記憶表象を参照 しつつ、その場で構成されたものだとも言える。

たとえばある人が調査研究で語ったとき、比較的アクセスされていた自己の記憶表象をもと

にして調査者にあわせてアレンジされたバージョンの語 りがおこなわれるだろう。筆者がかつ

て行ったスポーツ選手のインタビューで表明されたスポーツ選手としての語りはまさにそんな
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ものであろう(杉 浦,2004)。 その語 りの背景には濃い循環の軌跡が推測できるのだが、それ

で もそこで語 られた自己はあ くまで記憶表象を参考にして、今ここで調査者との関係を通 して

再構成されたものになっているはずである。

(3)循 環によって立ち現れる多面的自己と自己呈示

本論文の自己モデルにおいては、循環の軌跡の重なりが自己として複数認識されると考えて

いる。このような表現を行うことで、さまざまな自己のあり方が説明できると思われる。たと

えば自己呈示のあ り方だ。多面的自己がどのような状態にあるかで、 自己呈示のあ り方が変

わって くると考えられるのである。

たとえば、自分を提示するにあたって明確な自己を持 った人、本論文の自己モデルで言えば、

濃い循環の輪郭を一つでも二つでも認識できる人もいれば、まだ十分な重なりを持 った輪郭を

自分の中に認められない人もいるだろう。言い換えるなら、提示する基盤 となる自己がはっき

りある人とない人がいるということである。

前者のような基盤となる自己が明確な人は、外からの刺激によって表面的な部分の提示は変

わって も、基盤の部分は変わ らないだろう。その一方で、基盤 となる自己が明確でない人は、

外からの刺激によって提示される自己が大きく変わってしまうことだろう。

自分の中に濃いスムーズな循環を持 った軌跡があり、アイデンティティーの感覚が自分の中

にあれば、苦 しい思いをせずに外面的な自己呈示に変化を与えることができる。変わるのはあ

くまで表面的な部分になるからである。逆に自分の中にこれといったスムーズな循環が見つか

らないとき、提示される自己はそのときどき、その人 ごとに合わせて変わることになり、その

ことはこれこそ自分であるというアイデンティティーの感覚を失わせる苦 しさをもたらすかも

しれない。

また、友人から紹介を受けた初対面の人に対 して、それがどんなに自分の重要な転機 となっ

た出来事だったとしても、いきなり自分が トラウマを乗 り越えた経験を語 り始めることはない

だろう。ふつうは慎重にどこまで自分を出していいのかを探 りながら、また相手の話 も聞きな

がら、共通の話題などを話 しつつ、少 しずつ自分を提示 していくことになるだろう。

そのときに相手の話題に合わせて上手にコミュニケーションを取れる人は、はたから見ると

変幻自在のプロテウス的人間(小 此木,1981)に 見えるかもしれない。 しかし、たとえ自己の

起源が社会学の言うような社会的関係にあったとしても、たとえばクラスメー トやクラブの同
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期のような特定の人たちと関係を重ねた歴史は個人の記憶として残り、個人由来の自己の基盤

とな りうるのである。もちろんそれはすでに述べたようにあ くまで基盤であり、その基盤を基

にして社会的関係の中で自己は呈示されるのであるが。

ここまでをまとめるなら、自己は記憶表象にある程度基づきつつ、同時に今ここで構成され

るものだと言えるだろう。

(4)イ ンターネッ トでのコミュニケーションでも立ち現れる自己

自己呈示とコミュニケーションに関連 して、近年のインターネットの発達は、私たちの自己

に大きな影響を与えていると思われる。近年のイ ンターネッ トにおけるプログやSNS(ソ ー

シャルネットワーキングサービス)、ツイッターでのやり取 りは、必ず しも物理的な接触がなく

とも、他者 とのコミュニケーションのやり取 りが行われ、その循環の軌跡が重なれば、循環に

よって立ち現れる自己のひとつ となりうると思われるのである。

たとえば孤立 している子育て中の母親がインターネットで同じ立場の母親と悩みをや り取 り

することでつながっている場合、物理的な距離は関係なく、自分を支える大切な循環の軌跡を

持つ自己として認識されるはずである。

ただしインターネット内の関係の循環か ら立ち現れる自己については、匿名性の観点が問題

となって くるだろう。 もし普段の自分とは全 く別の人格を装って他者に提示 していた場合、た

とえば男性がインターネットの中で女性を演 じていた場合、そこでの自己と他の現実生活の中

での男性としての自己群との関係はかな りややこしい問題である。なぜなら私たちは普段の日

常生活の中でも全 くの素の自分を出しているわけではな く、ある程度仮面をかぶって人と接し

ているからだ。そもそもパーソナ リティの語源が仮面劇 に使われる仮面であるペルソナである

ことが表すように、仮面無しの素の自己などは存在しないだろう。匿名性にまかせてネットで

自分の変え られない属性(た とえば性別)と は別の仮面をかぶっていたとしても、仮面をか

ぶって他者 と接 しているという意味では、それは私たちの日常生活の自己のあり方 と異ならな

い、程度の問題である可能性があるからだ。

ここではこの問題、すなわちインターネットで全 くの別人格を演 じていた場合、その循環の

軌跡の重なりは自己だと言えるのかについて完全な結論は出せない。だが、功利的に言えば、

インターネットでの関係性の中で循環を重ねて認識 される自己はプラスの働きを持つ場合 もあ

れば、マイナスの働きを持つ場合 もあると思われる。 もしいくつかある循環の中でインター
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ネットでの関係の循環が濃い軌跡を重ねていて、相対的に重要な自己として認識されている場

合で、かつそこでの自己のあ り方が現実の社会生活の中で自分らしさを支えるプラスの働きを

持っていたとしたら、それは人が生きてい くために意味を持った自己となりうるだろう。たと

えばQ&Aサ イ トで、コンピュータの知識を生かして他の人が困っているコンピュータの トラ

ブルを解決することで感謝 されている人は、その経験によって自分の有能感や自己評価を強 く

支えることができるだろう。

しかしながら、インターネットの関係性の中で循環を重ねた自己が、現実生活での自己より
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ へ

も重要視 された り、現実生活 での 自己像 と乖離 していた りす る場合 に、現実生活 においては さ

ま ざまなマイナスを もた らす可能性 もあるだろ うと思 われる。 た とえばオ ンライ ンゲーム内で

の人 間関係 を大事 にす るあま り、学生生活 や仕事や睡眠 をおろそか にす ることなどである。

ただ これ も何が プラスで何 がマ イナスか を決 あ るのが難 しい時 もあ る。引 きこ もりの場 合、

オ ンライ ンゲームにのめ り込 むことは引 きこ もりを持続 させて しまうマイナス効果で あると捉

え ること もで きれ ば、オ ンライ ンゲー ムの 中とはいえ、他者 との関係を維持 し、社会 につなが

る唯一の糸 口だ とプラスに捉え ること もで きるか らだ。 と もあれ、 これ以上の議論 は本論 とず

れ過 ぎて しまうので、 この議論 は中断 して、イ ンターネ ッ トでの コ ミュニケー シ ョンのや り取

りも自己 と して認識 され る循環の一つ とな りうるとい うことだ け確認 してお こう。

5.外 に開かれた循環の軌跡の重な りと しての 自己

(D外 に開かれた自己

本論文の自己モデルでは、 自己として認識 される循環は、 自らが行う行動(他 者 とのコミュ

ニケーションも含んだ行動)と それに対する結果のフィー ドバックの記憶を意味している。 こ

の自己として認識 される循環の軌跡は、基本的には外(環 境、状況、社会、他者)に 開かれて

いる。 というのも、行動は必ず何 らかの影響を外界にもたらし、その影響は外界からの何 らか

のフィー ドバックとなって戻 ってくるからだ。たとえば他者に働きかけたなら、他者から何 ら

かの反応が返 ってくるだろうし、何か話 しかけたなら、相手から何 らかの反応が返 ってくるだ

ろう。他者からの反応を無視 して、循環は軌跡を描 くことができないのであり、その意味で自

己として認識される循環は他者に開かれているのである。

自己を他者との関係性の存在と捉える見方は、今や社会科学では主流と言って もいい考えだ

ろう。たとえば家族療法では、患者(と みなされた人)の 症状は家族の関係、コミュニケーショ
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ヘ ヘ ヘ

ンパ ター ンか ら生まれ ると考 え られている し、ナラテ ィブ ・セラ ピーにおいて も、「人 は他者 と

ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ へ

ともに作り上げた(傍 点筆者)物 語的な現実によって自らの経験に意味とまとまりを与え、そ

うして構成 された現実を通 して自らの人生を理解 し、生きる」 と、物語自己が個人の産物では

なく、他者 との関係の中で共同制作されるものだと考え られている(Anderson&Goolishan,

1992)。

本論文の自己モデルでもすでに多面的自己を説明するにあたって、多面的に表れるそれぞれ

の自己は他者に開かれていることを示 した。たとえば小学校の同級生との関係性の中でかつて

小学生だった頃の自己が立ち現れて くることなどである。

また筆者は大学教員としてのアイデンティティーもしくは自己概念を有 していると言える

が、それは学生がいて、彼らに私が授業を教えるという行動を繰り返しているからだ。つまり

筆者ひとりだけで大学教員 としての私にはなれないのだ。 レイン(Laing,1961)は 、「夫がい

なければ妻は妻になれないし、子どもがいなければ母は母になれない、パー トナーのいない恋

人は自称恋人である」と述べ、関係性の中でアイデンティティーが作 られることを指摘 してい

る。

このようにどの考えも自己は、その境界を外に開いて、他者 との関係から成 り立 っているこ

とを示している。また、本論文の自己モデルでは、 自己の循環を必ず しも他者との関係やコミ

ュニケーションには限定 していない。外に開かれているとは、コミュニケーションにおける他

者の反応にとどまらず、テス トの点数だったり、スポーツの成績だったり、仕事での成績だっ

たりが、循環の軌跡の形成に、つまり自己形成に関わってくると考えている。このことは外界

と、社会と、他者とつなが りのない 「真の自己」というものはないということも意味する。

これは考えてみれば当たり前のことである。私たちは自分の行ったことの結果から完全に自

由に自分を作ることはできないのだ。たとえば大学受験という行動を行った場合、行動の結果

のフィー ドバ ック、つまりは試験の結果は、試験を受けたあとになって自分で変えることはで

きない。もちろん客観的な出来事の結果の意味づけを変えることはできる。それによって私た

ちは厳 しい現実に突き当たることがあって も生きていくことができるのである。 しか しなが

ら、客観的な行動の結果を全 く無視した100%恣 意的な自己の形成は不可能である。たとえば、

事実 とまった く異なる、ハーバー ド大学を主席卒業 という出来事の結果で自己の循環を作るこ

とは妄想性人格障害でもない限りできないのである。 自己として認識 される循環はそういう意

味でも外に開かれているのである。
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自己 が外に開かれている とい うことは、 自己 として認識 される循環 の軌跡 を自分 だけでは変

え られな いこ とを意 味す る。 親子 げんか や夫婦 げんかな どの経験 があ る人 はわか るだろ うが、

私 たちの行動 は他者 と取 り結 ぶ コ ミュニケーシ ョンに縛 られている。相手が 「ばか っ」 と言 っ

た と した ら、私 た ちが取 れ る行動 はその言葉 に縛 られて限 られて しま う。 その限 られた行動

(た とえば、「そ っちこそばか っ」 と言 う行動)に 対 して、相手 もやは り取 ることのできる行動

が限 られ、 このよ うなコ ミュニケーシ ョンのマイナスの連鎖が続 くことで、 しば しば私 たちは

けんかをやめた くて も自分 だけではやめ られ な くなって しまう。

このことに関連 して、ベイ トソン(Bateson,1972)は 、 自己は環境 と一体化 した システムで

あ り、 そこで自己だけを変え ることはで きないと述べ る。 また、環境 と自己が一体化 した シス

テムと しての自己を環境か ら独立 させて実体化す ることは、 自分の力だ けで 自己を コン トロー

ルできるという幻想 を もた らし、有害で ある意の こと も言 って いる。

これに対 して本論文 の立場 は以下 の通 りであ る。 すなわ ち、1.自 己 には実体 がないが、人

はそれを実 体あ る もの として捉 え る傾向が ある。2。 どう して実体化 して捉え る傾 向があ るの

か は、循環 によ って 自己が立 ち現 れ るというこ とか ら説明で きる。3.そ うや って認識 された

自己はわれわれの行動を左右 して いる(自 己の 自己言及的特徴)。4。 ベイ トソンの考え と同 じ

く、外 に開かれ、環境 と一体化 された システ ムをな して いる自己を 自由 にコン トロールす るこ

とはできない。5.そ れで も外 界 とシステムをな して いる自己を的確 に認識 して、 システムに

変化 を もた らす こと、そ して結 果的 に 自己 に変化 を もた らす コン トロールを行 うことはで き

る。 これ らの考え は、本論文の 自己モデルに基づいてセル フコン トロールを行 うにあた っての

ヒン トを提供す るものであ る。

(2)外 に開いて変わり続けている自己

行動とその結果のフィー ドバックの記憶 としての循環の軌跡は、生きている限り続いておこ

なわれており、今も付け加えられ続けている。私たちの認識する自己は少 しずつ変化を続けて

おり、たとえば時には新たな循環が加わったり、別の循環の重なりが濃 くなったり、相対的に

別の循環の重なりが薄れたりしている。それはたとえば新たな重要な他者 との出会いだ った

り、新 しい学校への進学だったり、新 しい趣味の発見だったりする。図2-1で 示 した自己モデ

ルは、それら常に変化している自己モデルの一場面をス トップモーションで止めたものと言え

るだろう。 ここでは自己モデルを図示 したが、より的確に表現 しようとすれば、アニメーショ
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ンで循環の軌跡が加わった り薄まった りしてい くことを示すほうが適切だろう。つま り、認識

される自己は常に変化 してお り、その意味で、本モデルはプロセスモデルなのである。

ただ し、ここで言う 「変化 している」とは、 どんどん変わっていっているという意味ではな

く、まった く同 じ循環を重ねているわけではないという意味である。外界との相互作用による

循環の軌跡の重なりが認識 されたものとしての自己はちょうどホメオスタシスのようなシステ

ムとして同じ状態を保とうと働いており、多少の変化では変わらないように保たれているので

ある。それがわれわれに自己のある程度の安定性を認識させることになっているのだ。われわ

れの認識する自己は変化 しつつ安定を保 っていると言 っていいだろう。山田(2005)の 言を借

りれば、自己は 「常に、ゆらぎを抱えつつ、生成と崩壊の際限ないシステムが作動 してお り、

しいていえば"激 しく確立(静 止)"し ている」のである。具体的な現象 として言えば、消極

的だと思 っている人がちょっとがんばって1回 積極的に行動 したとしても、消極的だという自

己認識は保たれるということが例に挙げられるだろう。逆に言えば、たとえ変えたいと考えて

いる自分なのに、変わりたいと思っても変われないのは自分をある程度一定に保つためだと言

えるか もしれない。

自己はシステムになっていて、これまでの自己が維持されるように働いている。だがその一

方で自己というシステムは常 に当人の行動の結果や他者 との コミュニケーシ ョンの結果の

フィー ドバ ックによって影響を受け続けている。自己は外に開かれてお り、そのため自己の変

化の 「種」は常に自己に内在されているのだ。もちろん、その種がこれまでのシステムを崩 し

て自己変容という形で花開 くまでには、それまでのシステムを崩すような大きな転換とそれに

続 く新 しい行動や関係の循環の軌跡を重ねる必要があるのだろう。

(3)閉 じた循環による落とし穴

認識される自己となる循環の軌跡は、基本的には外に開かれているとはいえ、時には自分の

内で閉じた循環に陥ってしまう可能性を内在している。 自分がこんな行動を取 ったら、他者は

きっとこんな反応を返してくるに違いないと思い込んでしまった場合などだ。たとえば、 こん

なことをしたら嫌われるのではないかと行動をためらったり、 どうせ自分の意見なんて聞いて

もらえないだろうと発表するのをためらったりなど、私たちが日常生活の中で良 く経験 してい

ることである。

実際に行動 したり、対話をしたりするのではなく、 自分の行動の結果を前 もって悪 く予測 し
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て 行 動 しなか った り、内在化 された他者 との対話 に とどま って、現実 の他 者 と コ ミュニ ケー

シ ョン しなか った りす ると、 循環が外に開かず、 自分 の思 い込 んだ同 じ循環 の軌跡 を重ねて し

ま うことにな る。

自分に とって都 合のいい思 い込 みであれば、 問題 にはな らないだろ う。 む しろポ ジテ ィブ幻

想 の研究(た とえばTaylor&Brown,1994)が 示 す よ うに、私 た ちは物事 を客観的かつ正確

に とらえる とい うよ りも、 よ り楽観 的、肯定 的に とらえる傾 向があ り、 そのよ うにポ ジテ ィブ

に歪 んで とらえる ことがむ しろ心理 的健康 にプラスの効果 があるこ とを考 える と、現実 を反 映

していない楽観 的、肯定 的な思 い込 みは好循環 を もた らす可能性 があると思 われる。 ポジテ ィ

ブな方 にいい意味 で歪 んでと らえることによって、行動す ることに対す る勇気が湧 いて くるた

め、 た とえ歪ん でいた と して もポ ジテ ィブな思 い込み は循環 をよ り外 に開 くことにな るだ ろ

う。

しか しなが らその逆 に悲観的 な思 い込みの場合、悲観的 な行動予測が行動や対話 をため らわ

せ るために、本来 な ら外 に開 いているはずの循環が 自分の 中だけで完結 して しまい、悪循環が

続 くことになって しまうか も しれな い。

たとえ ば、社会的 ひきこも りの問題 につ いて扱 った斎藤(1998)で は、 ひきこも りの本質的

な問題 と して、 ひきこも りの 「悪循環」が指摘 されて いる。引 きこも りの青年 は、 は じめ対人

恐怖のため にひきこもる。そ してそ うや って ひきこもるため に他者 との コ ミュニケー シ ョンの

経験を持てず、 コ ミュニケー シ ョン能力を鍛え ることがで きない。そのため引 きこもりの青年

にとって他者 はいつ まで も自分の 自我を脅かす存在 と して とどまって しまい、引 きこもりが よ

り長 く悪循環的 に続いて しまう。他者 とコ ミュニケー シ ョンで きない とい う思い込みが、 より

他者 との コ ミュニケー シ ョンを閉 じて しま うのであ る。 この ような状態か ら陥 って しまった引

きこもりか ら抜 け出すためには,自 我を脅かす存在 と自分が考えて しま ってい る他者 とコ ミュ

ニケー トをす ることによ って,他 者 が 自分を脅か さない とい うことを学ぶ必 要があ るのに,引

きこもってい ることによ ってそれができない とい う悪循環にな って しま っているのである。

(4)歪 んだめがねによる、閉じた悪循環による抑うつの増強

抑うつの認知的メカニズムを構築しようとしたいくつかの理論は、抑 うつと出来事の認知 と

に悪循環的な相互増強作用があることを仮定 している。たとえばティーズデ ィル(Teasdale,

1985)の 抑 うつ的処理活性化仮説(図3)で は、ス トレスフルな出来事に対 して、その体験を
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図3Teasdeleの 抑 うつ的処理活性仮説(坂 本,1997)よ り転載

嫌悪的に認知することで起こった抑うつ気分が、物事のとらえ方(認 知処理パターン)を ネガ

ティブに解釈するようなバイアスを発生させ、そのような物事のとらえ方がより物事を嫌悪的

に認知させ、それが抑うつ気分をより強化 し、また抑うつに陥っている自分を嫌悪することで

さらに抑うつに陥る 「抑うつについての抑うつ」を引き起こして しまうと考えている。

この現象は、抑うつによってめがねが歪むと物事が歪んで見えるとたとえることができるだ

ろう。抑うつになると、抑うつ的に物事が見えてしまうようにめがねが歪む。そのような歪ん

だめがねで見 ると、抑 うつ的に物事が見えて、よ り抑 うつ的になる悪循環が起 こって しまう。

このとき、客観的に見たら自分にとってポジティブな情報がどんなに入ってきたとしても、そ

れは抑うつ的なめがねによってすべてネガティブに歪んだ、それまでのネガティブな自分を強

化する情報として働いてしまう。その際には、外からの情報は入 ってきても、実質循環は内に

閉じたものになってしまい、ネガティブな自分を変えることができなくなってしまう。まさに

システム的に抑 うつ的自己が保たれてしまうのだ。

反すう(rumination)と いう現象がある。 もともとは牛などの消化の方法を表す単語だが、

転 じて何度 も同じ事柄について思考をめぐらせることを意味し、抑 うつなどとの関連が指摘さ

れている。伊藤 ・上里(2001)に よると、反す うの中でも特にネガティブな反す うは、他の代

表的な抑 うつの心理的要因である完全主義や帰属様式、メランコリー型性格などよりも、抑 う
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つ状態 との関連が高いという。

ネガティブな反すうは、牛が自分の胃の中だけで何回も繰 り返 して食べ物を消化するよう

に、抑うつによって引き起こされたネガティブな思考が自分の中だけで循環 して しまう。ネガ

ティブな思考は外とつながっていないため、自己というシステムがネガティブに維持され、外

か らの変化の種を捉えることができないのである。

抑うつの薬物療法が効果を持つのはこのような抑うつと認知の悪循環を断ち切ろうとすると

きと言えるだろう。すでに述べたように、循環によって立ち現れる自己は、感情や生理学的 ・

神経学的な影響を受けていると考えている。薬物療法によって、生理学的、神経学的に影響を

受けた引き起こされた抑うつ的な見方の歪みを治 し、治っためがねで物事や自己を見て抑うつ

的な見方からの脱却を図る、そのような見方を繰り返すことで好循環を作り出す可能性がある

のである。抑うつ治療において、薬物治療と心理療法とが併用されるゆえんだろう。

(5)閉 じた悪循環から抜け出すための行動

うじうじと一人で悩んでいたことが、人に相談したり、勇気を出して行動 したりするとあっ

さり解決することはよくある。また、いやな人と思い込んでギクシャクした関係だったのが、

よ く知り合ううちに、そんなのは思い込みにすぎなかったことがわかることもしばしばあるこ

とだ。本当の意味で外に開かれた循環の軌跡を重ねることで、つまり行動の結果の予測ではな

く、実際に行動してみることによって、また内在化された他者ではなく、実際の他者 と対話す

ることによって、悪循環の軌跡は好循環に変わる可能性がある。

本論文の自己モデルから考えると、実際に行動 したり、他者 とコミュニケー トしたりすると

いうのは、 自分でコントロールできない結果が返 ってくるがために、逆に自己の循環を変える

大きな潜在力を持 っているのではないかと考えられる。 もちろん、 どんな結果でもそれをどの

ように受け取るか、その認知の仕方によって行動の結果の影響力が弱められてしまう可能性は

常に無視できないものなのであるが、それでも反すうによって変えられなくなっている思考よ

りも、行動はずっと循環を変える影響力を持 っていると思われるのである。

6.ま とめ

ここまで 「循環によって立ち現れる多面的自己のプロセスモデル」がどんなものかを明らか

にしつつ、その自己モデルの妥当性を示すためにさまざまな自己に関わる現象についての説明
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を行ってきた。本研究の自己モデルのポイントは、第一は、 自己は行動 とその結果のフィー ド

バックの記憶が循環の軌跡 として立ち現れ(認 識され)、そうであるがゆえに変化 し続けている

プロセス的存在であるということ、第二は、 自己は多面的であるということ、第三が自己とし

て認識 される循環が外に開かれているということであった。 これら三つのポイントは、そのま

まこの自己モデルが視野に置 く新 しいセルフコントロールの方法のヒントとなる。本論文では

その方法を示す ことは十分できなかったが、悪循環か ら抜け出すために行動を重視することな

どのセルフコントロールの端緒は示せたのではないかと思われる。今後、さらにセルフコント

ロールの具体的なあり方を明 らかにしていきたい。
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